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・今後は、中学３年生が受験体制に入るので、そのカリキュ
ラムを作成し、計画的に学習支援をしていく。
・中学１年２年生は、ロボット作成やラジオの組み立て、プ
ログラミング等を取り入れ飽きさせない工夫をし、その子の
適性を見つけながら基礎基本の学習をさせたい。また、集中
力の乏しい生徒達が多いので卓球、バトミントン等を取り入
れて、体も動かしながら集中力を身に付けさせたい。
・小学生は、徐々に異年齢集団での教育の効果が出ていると
感じている（楽しいので友達を誘って塾にくる）ので継続し
て取り組んでいきたい。

【良かった点】 【改善点・今後につなげる点】

中間報告書
令和４年６月３０日付、那覇市指令市ま第１０３６号で交付決定の通知を受けた当該事業につい
て、
下記のとおり報告します。

1.事業名 コロナ禍において、発達障がい、非行等課題のある子ども達への関りを密にし、学習支援、
生活支援をする

2.実施内容

（何をいつ実施したか(事務局会議は除く)、対象者や実施場所など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月に新
たに中学生の部に４名入ってきた。　中学１年生女子２名（不登校気味）中学１年生男子１名（学習の遅れ）、中学２年
生男子１名（特別支援学級）。山城塾のことを口コミで知って入塾した。去年から６月まで在籍していた生徒が７名なの
で合計１１名になった。卒業生４～５名が時々塾に遊びに来る。
７月は学習支援はもちろん、大切な行事の一つでもある誕生日会を、中学生の部で実施。　　　　　　　　　　　　８月
は塾はお休みであるが、８月２３日から学校が始まったのでそれに合わせて、塾も再開。学習支援、生活支援を始めた。
９月には中学生の部で男子生徒２名の誕生日会を実施。９月の初旬、１６歳で出産した卒業生がが赤ちゃんを見せに来
塾。経済的に厳しい様子だったので食料品（米等）を持たせた。２週間経った頃、彼氏とお礼に来た。　　　８月後半か
ら大学生の講師が新たに１名、９月に１名加わった。講師は一般３名、学生４名となった。
１０月５日は小学校の部で誕生日会を実施。友人も３名参加して１０名で祝った。
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団体名    山城塾（無料塾）

代表者　　山城　勝秀

担当者　　山城　勝秀

新型コロナウィルス感染症対応『市民活動チャレンジ助成事業』

3.これまでの活動の
振返り

4.今後の事業予定

１１月は学習支援、生活支援、遊びを充実させたい。小学生の部は遊びを多く取り入れているが「遊び」の中に「学び」
があるという考えを基に、体を使ったり、頭を使ったりして「遊び」がより深い「学び」につながるようにしていきた
い。中学３年生は受験勉強に少しずつ移行して学習を進めていく。中学１年生２年生は、本人の適性を見つけながら基礎
基本の学習に取り組ませたい。また、行事は特に大切にしており、その中でも誕生日会は子ども達も大変楽しみにしてい
る行事の一つでもあるので、小学生の部、中学生の部とも毎月実施していく。
１２月は中学３年生の県模試がある（今年は５名の受験生）ので３年生全員受けさせたい。また、冬休み前に毎年行って
いるクリスマス会がある。中学生は子ども達が自主的に運営できるようにして楽いしい会にしたい。小学生は自分達で考
えたゲームを取り入れて楽しませたい。今年度は卒業生も多く来るので、その子達も呼んで実施したい。
１月は小中合同でお楽しみ会を予定している。普段から、小学生と中学生との交流は行っているので、楽しい企画を考え
たい。２月は高校入試前なので、中学生は受験中心になる予定である。小学生は、遊びを中心にしながらも、基礎的な漢
字の学習にも挑戦させる予定である。

・コロナ禍ではあったが４月から学習支援を始めることが
できた。
・学校と連携がよく取れていたので、７月に問題を抱えた
生徒や発達障がいを持った生徒の受け入れに繋がった。学
校の先生方もこの生徒達の帰宅時に家には誰もいないの
で、本人達にとっても良いとのことで受け入れることに
なった。
・塾の行事も大切な教育の一環なので、小学校、中学校の
部それぞれ誕生日会を実施した。また、遊びも学びにつな
がるので、小学生の部は遊びを多く取り入れた。
・塾生の学習支援だけではなく、卒業した子ども達にも食
糧支援をすることができた。
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*中間報告書は、報告会で参加者に配布予定です。この報告書をもとに報告発表していただいても構いません。

5.写真
（簡単な説明文を記入）

6.活動の成果目標

7.現時点の成果目標達成
度　　（例:60%達成）

現時点では５０％の目標達成度である。

「1年を通して新型コロナに感染しないように衛生教育を行い学習すること。
誕生日会、クリスマスパーティー等の行事を定期的に開催しながら、中学生週2回、小学
生週1回の学習支援を実施し、楽しく学び、遊び、生きる力を身に付ける」

＊提出いただいた中間報告書は、ホームページにそのまま掲載予定です。枠を広げて構いませんが、2ページに収まるように記入して
ください。

（誕生日会の様子、小学生の部、写真右下は中学
生）

（上、ロボットに興味を示す生徒達、下、自分の飼
育しているトカゲを塾に持ち込む小学生）

［上、中学生は卓球　　下、小学生は恒例の⿁ごっ
こで遊ぶ.（じゃんけんが始まったところ）］

（学習の様子、上、中学生、下、小学生）


